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　私は通告に従い、行政が行う区民のための司法サービスについて質問します。

　昨今、司法改革という言葉がたびたび新聞にも載ります。諸外国の陪審員制

度に習ってわが国でも「裁判員制度」が導入されようとしています。旧地方自

治法２条10項によれば、以前の司法とは国の事務とされ地方自治体が扱うこ

とはできないものとされてきました。その後、同２条10項が削除され、司法サ

ービスについて、地方自治体の支援の必要性が求められるようになってきま

した。

　しかし、多くの地方自治体では、形式だけの無料法律相談が行われるに過ぎ

ません。本区では、グリーンパレスにて週２回、先着順にて行われているだけ

です。法律問題に関しては、私も自分の政治活動を通じて、多くの区民から、様々

なご相談を受けます。その時、江戸川区の区民法律相談は使いにくいという声

を聞きます。

　人口65万人を抱える本区にあって、現状での司法サービスに、区民が満足

しているのか、私には疑問です。せっかく本区が法律相談を実施していても、

区民の声は、「法律相談の仕方がわからない」とか、「相談に行っても定員にな

って断られた」などの苦情です。

　今こそ、更なる司法サービスの充実が必要だと思いますが、区長はこの問題

についてどのようにお考えでしょうか。以下、私から司法サービスの充実を実

現するための提案をいたします。

　第１に、相談窓口の増設。現在のグリーンパレスだけでなく、都営新宿線沿

線と東西線沿線のあと最低２ヶ所ほどは設置が必要でしょう。

　第２に、現在週２回の相談では足りません。せめて土日を含めて、倍の週４

回へと増やしてみてはどうでしょう。

　第３に、予約制の導入。先着順では、その日に必ず相談ができるかどうかわ

かりません。また午前中から受け付けても、実際の相談が午後からでは、相談

者の貴重な時間を、待ち時間として遊ばせることになります。区民の貴重な

時間を大切にするサービスが必要です。

　第４に、法律相談については、担当者を弁護士のみでなく、司法書士や行政

書士にも間口を広げ担当者の増員をしてみたらどうでしょう。

　第５に、江戸川区主催の法律相談でも、区民が相談担当弁護士に対して、事

件等をその場で直接依頼できる制度の導入。これは、これまで弁護士が相談

者より依頼を受けることは、区が弁護士の「営業活動の手助け」となることな

どから、行ってこなかったサービスです。

　しかし、このサービスは既に葛飾区で、平成12年度より行われています。

23区唯一となる弁護士の直接受任制度は既に他区で行われているのです。今

からでも江戸川区でできない理由はありません。どの弁護士が良い弁護士か

わからない、誰を信用したらよいのかわからないという区民が多い中で、直

接的に相談を聞いてくれた弁護士が信頼できると思えれば、その人に依頼で

きる直接受任制度を、江戸川区も葛飾区を見習って、是非採用されることを

求めます。いかがでしょうか。

　とにかく、まずは区民を待たせないサービスからでも改善できませんか。

区民にとって何が煩わしいかと言えば、せっかく相談に来たのに、もう一度

来いとか、別の場所に行けなどのように、二度手間三度手間となることなの

です。区民も暇な人ばかりではありません。お互いの貴重な時間を浪費させ

ぬよう、まずは本区の司法サービスがスムーズに改善されることを期待して、

区長の答弁をお待ちします。

平成16年9月22日

区議会定例会

「一人の会」一般質問

田中けん

区が行う法律相談は、区民の使いやすさを優先して改善を
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　お答えいたします。
　大変長い歴史を持った法律相談でございまして、恐らく区民相
談の中で一番最初に始まったものだと理解しておりますが、これ
は区内の弁護士さんたち、もちろん弁護士会がございますが、そ
の中から法律相談をやっていただける方々をお互いに決めてい
ただきますが、法律相談協力会というメンバー構成が一応できて
いるわけで、その方々のローテーションでやると、こういうこと
になっておるわけであります。区がお願いしておりますので、当然
この方々に若干の謝礼をお払いしておりますが、それが正当な弁
護士の方々に対する報酬ということには到底なりませんので、相
当程度ボランティアということでお願いしているということで
ございます。
　区民相談全体、いろいろな区民相談がございますが、つまり区
が行っている相談という意味ですが、グリーンパレスで行ってい
るものが中心ですけれども、その中で最も利用の多いのがこの法
律相談ということになっているわけで、確かにお客様が多いとい
うことがございまして、途中からいろいろな改善がなされてきて
いるのでありますが、ストレートに相談に入るということになり
ますと非常に時間がかかるというようなこともありまして、大体
区の退役スタッフでありますが、事前にいろいろ内容をお聞きし
て、それを相談の始まるときに概要をお示しして、先生がすぐに
その問題に入っていくことができるというような工夫をして、一
人当たりの相談の時間を短縮するということを相当以前からや
っているわけであります。
　これは、弁護士さんの方からは、そういうことをやっていただ
けると大変能率的な相談ができると、こういうことになっている

わけでありますが、もっと改善の余地はないかということについ
て、これは弁護士の皆さんと相談してみなければなりませんが、
私どもが簡単にお答えできるということではないのであります
けれども、この法律相談というものは、今後どういうような弁護
士さんとの、協議をするとか、お願いをする、依頼をする、そうい
うことをしたらいいかというような整理をしてもらうという相
談でございまして、弁護士さんはそこで自分の本来の業務に入る
わけにはまいりません。そこで、入り口のガイド、ガイダンスをや
るといいましょうか、そういうような役割だというふうに御理解
いただきたいのでありますが、それで個々の弁護士さんのところ
に仕事が回っていくと、こういうことになるわけであります。
　したがって、必然的にこの法律相談の内容には限界があるわけ
でありまして、そういうことを弁護士さん側の一つのルールとし
て決めてやっておられるわけであります。
　葛飾には葛飾のやり方があるかと思いますが、しかし、これは
お願いしているのが区内の弁護士会の方々でありますから、やは
り弁護士の方々の一つの合意の中で区とどういう協力関係を結
んでやってゆくかと、こういうことになってくるわけであります
ので、私どもは今日まで、混雑するときもありますので、確かに体
制としてどうかなというようなことはありましたけれども、この
ことについては、やってくださっている先生方は、大体今のやり
方でいいでしょうねというようなことも言ってくださっておる
ものですから、そういうことかなというふうに思っておりました
けれども、こういうことについて、またいろいろ弁護士さんたち
とも話をして、改善の余地があるかどうか、そういったこともあ
わせて考えてまいりたいと、そういうふうに思います。

　御答弁ありがとうございました。この問題は、議

会で取り上げるのは初めての質問になるかと思い

ますので、なかなか区長もすぐにいいお答えが出て

くるとは思わなかったんですが、これから先ほどお

話になったような葛飾の事例を御研究されたり、または弁護士先

生と御相談されたりして、少しでもよい区民サービスが実現され

るべく御努力をいただくことを期待しております。

　少なくとも今回は、利用者の立場に立った、区民の側からして、

今の現状の法律相談は使いづらいんだという声が区長に届いたと

いうことが貴重なことだったのかなというふうに思っております

ので、時間の経過を見て、また改めて私の方も区長の御努力を検証

したいと思いますので、よろしくお願いいたします。

　区長が利用者の声に耳を傾けて改善していただきたいと、この

ように要望して、私の質問を終わります。

多田正見区長の答弁

郵政事業民営化に民意を反映した慎重な議論を求める意見書

　政府は、本年九月十日の経済財政諮問会議において、「二〇〇七年に日本

郵政公社を民営化し、移行期間を経て、最終的な民営化を実現する。」との

基本方針を策定し、即日、閣議決定を行い、郵政事業の民営化を実現しよう

としています。

　郵政事業は、郵便、郵便貯金、簡易生命保険などの国民生活に不可欠な生

活基礎サービスを郵便局ネットワークを通じて全国あまねく提供すると

いうユニバーサルサービスを担っており、運営形態の変更にあたっては常

に国民へのサービス向上に結びつける視点で国民的議論が必要です。

　しかしながら、平成十五年四月国営の新たな公社として日本郵政公社が

発足して、わずか一年余りのうちに国民の不安を無視するかのように民営

化方針が決定されたことは、とうてい納得できるものではありません。

　今、区民の声を聞けば、郵政民営化に慎重な意見が大半であり、また、民

営化により地方を中心に郵便局の統廃合が進み、その結果郵便の全国一律

サービスの確保ができなくなるなどサービス低下への不安が高まっており、

何のための民営化か疑問が残ります。

　よって、江戸川区議会は政府に対し、郵政事業民営化の検討にあたって

は郵政事業が地域に果たしている役割の重要性にかんがみ、サービスの充

実、利便性の確保など諸機能の充実に十分留意されるとともに、利用者で

ある国民や、サービス向上に努めている郵便局現場職員などの声を十分聞

いた上で慎重な議論を行うよう強く要望します。

　以上、地方自治法第九十九条の規定により、意見書を提出します。

　

平成十六年九月　　日

江戸川区議会議長　　八　武　崎　一　郎

内閣総理大臣　　あて

　平成16年9月15日の定例会初日に、「郵政事業民営化に民意を反映した慎重な議論を求め

る意見書」が賛成43名、反対1名、棄権1名により可決されました(左図参照)。

　江戸川区議会がどのような意見書を決めたとしても、そこに問題はありません。またどの

ような意見書であっても、賛成、反対、棄権が出ることも不思議ではありません。

　しかし、この意見書の場合、「慎重な議論を求める」という表題になっているとはいえ、本

文からは「郵政事業民営化反対」との本音が読みとれます。勿論、どの政党に所属していても、

「郵政事業民営化反対」を個人的主張として貫くことは、決しておかしな事ではありません。

　私がおかしいと思うのは、小泉政権の代表的政策である「郵政事業民営化」に対して、自民

党の区議会議員が全て「実質的な反対」をしているということです。

　結局、この意見書に反対したのは、「民間にできることは民間に任せる」という小泉政権の

大義を支持する田中けん唯一人でした。時の政権与党が強力に推進しようとしている政策

に対して、支持しているのが、政権与党とは全く関係がない私のような無所属議員１人だけ

であることが不思議でならないのです。

　このようにグループ内で一糸乱れず意見を統一している様を見ると、各議員が個人の良

識に照らし合わせて、ものごとの良し悪しを判断しているとは到底思えません。所属する政

治グループの大勢に従う中で、個人の意見は潰されてしまう意思表示の仕方を、有権者は自

分が一票を投じた議員に期待しているのでしょうか。

　個人の自由な意見を議会で表明できない息苦しさを私は議会運営に感じます。それが議

会を活性化させない原因ではないかと思う次第です。

おかしな意見書
田中けんは孤高の議員か?
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し
み
、
や
っ
と

見
つ
け
た
居
場
所
な
の
で
す
。
そ
れ
を
金
銭

的
な
こ
と
で
奪
わ
れ
て
し
ま
う
の
は
、
あ
ま

り
に
も
か
わ
い
そ
う
過
ぎ
る
の
で
は
？
と

そ
う
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、
理
解
が
浅
く
、
認
知
度
も
低

い
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち

や
親
に
と
っ
て
も
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
か

け
が
え
の
な
い
場
所
な
の
で
す
。

　

実
際
、
江
戸
川
区
の
子
ど
も
た
ち
は
、
か

な
り
の
数
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
や
ス
ペ
ー
ス

に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

ぜ
ひ
、
田
中
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

◎
さ
て
、
私
の
意
見
を
聞
き
た
い
と
の
こ
と

で
す
が
、
正
直
言
い
ま
し
て
、
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
自
体
も
良
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
い

ま
現
在
と
し
て
は
、
私
と
し
て
意
見
ら
し
い

意
見
を
持
ち
合
わ
せ
て
は
い
ま
せ
ん
。早
速
、

教
育
委
員
会
へ
行
っ
て
、
基
本
的
な
知
識
も

含
め
話
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
そ
の
時
の
教
育
委
員
会
の
見
解

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
結
論
と
し
て
は
、

そ
の
よ
う
な
助
成
は
で
き
な
い
と
の
こ
と

で
す
。
義
務
教
育
に
お
い
て
は
、
地
域
の
公

立
校
に
通
う
の
が
通
常
で
あ
る
と
の
主
旨

か
ら
で
す
。
で
す
か
ら
、
公
立
校
に
通
う
こ

と
に
対
す
る
何
ら
か
の
障
害
が
あ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会
と
し
て
の

対
応
は
で
き
る
が
、
公
立
校
へ
通
わ
な
い
こ

と
を
前
提
と
し
た
対
応
は
難
し
い
と
の
見

解
で
す
。

　

そ
れ
に
制
度
の
整
合
性
か
ら
言
っ
て
、
公

立
校
に
通
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
一
人
に
か
か

る
経
費
分
の
助
成
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
私
立
校

に
通
う
生
徒
に
対
し
て
も
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
個
別
の
対
応
に
は
留
ま
ら
ず
、
対

象
が
広
が
る
の
で
難
し
い
と
の
見
通
し
も

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
川
区
で
は
、
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
内
に

教
育
研
究
所
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
学
習
相

談
室
も
区
内
五
ヶ
所
に
設
置
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。
学
校
に
通
え
な
い
不
登
校
な

ど
の
社
会
問
題
に
は
、
公
的
機
関
が
既
に
対

応
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
助
成
は
で
き
な

い
が
、
次
善
の
対
応
を
す
べ
く
相
談
に
は
乗

る
と
の
こ
と
な
の
で
、
今
一
度
、
お
話
し
合

い
を
さ
れ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
担

当
職
員
と
の
話
し
合
い
を
持
た
れ
る
こ
と

を
ま
ず
は
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。
是
非
ご

検
討
下
さ
い
。

◆
貴
方
の
ご
意
見
で
あ
る
「
75
歳
以
上
の
老

人
に
敬
老
祝
い
金
の
配
布
を
止
め
る
べ
き
」

に
は
賛
成
し
か
ね
ま
す
。

　

貴
方
は
予
算
削
減
の
観
点
か
ら
削
減
す

べ
き
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
敬
老
金
配
布

に
は
次
の
よ
う
な
心
に
銘
記
す
べ
き
問
題

が
あ
り
ま
す
。

　

１
、
敬
老
と
い
う
通
り
、
日
本
を
背
負
い

敗
戦
の
「
ゼ
ロ
状
態
」
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
次

ぐ
経
済
大
国
を
築
い
た
ご
老
人
た
ち
へ
の

極
め
て
さ
さ
や
か
な
感
謝
の
気
持
ち
の
表

現
で
あ
る
こ
と
。

　

２
、
75
歳
以
上
の
老
人
は
、
第
二
次
大
戦

の
犠
牲
者
で
あ
り
、
と
り
わ
け
「
青
春
時
代
」

の
歓
喜
は
す
べ
て
国
家
の
危
期
に
奉
仕
さ

せ
ら
れ
、
現
代
の
若
者
の
よ
う
に
「
遊
び
」
や

「
修
学
旅
行
」
さ
え
無
か
っ
た
。そ
れ
な
の
に
、

現
代
の
若
者
に
尊
敬
さ
れ
る
教
育
は
、
左
翼

思
想
の
蔓
延
に
よ
り
打
ち
棄
て
ら
れ
、
む
し

ろ
邪
魔
者
扱
い
に
な
っ
て
い
る
。

　

３
、
街
の
小
売
業
者
は
、
大
型
ス
ー
パ
ー

の
販
売
力
に
圧
倒
さ
れ
青
息
吐
息
で
、
販
売

力
の
工
夫
レ
ベ
ル
を
超
え
て
お
り
、
敬
老
金

を
使
っ
て
老
人
が
買
い
物
で
き
る
こ
と
は

小
売
店
経
済
に
貢
献
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

小
売
店
も
税
金
は
納
め
て
お
り
、
敬
老
金
は

さ
さ
や
か
な
還
元
政
策
で
あ
り
、
一
種
の
減

税
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　

ま
だ
ま
だ
細
か
い
問
題
は
あ
り
ま
す
が
、

大
勢
は
以
上
の
通
り
で
す
。

　

ま
た
、
先
日
区
役
所
に
行
っ
た
時
の
事
。

受
付
に
中
年
の
お
ば
さ
ん
が
二
人
腰
掛
け
て
、

た
い
し
た
仕
事
も
な
く
お
し
ゃ
べ
り
だ
け
。

な
ぜ
二
人
も
必
要
か
。
例
え
ば
戸
籍
抄
本
や

住
民
票
を
も
ら
う
時
、
若
い
働
き
盛
り
の
健

康
人
が
機
械
か
ら
自
動
的
に
吐
き
出
さ
れ

る
書
類
を
、
二
、
三
人
の
手
を
経
て
窓
口
住

民
に
渡
さ
れ
る
。
こ
ん
な
簡
単
で
力
も
必
要

な
い
仕
事
は
退
職
老
人
に
任
せ
れ
ば
失
業

対
策
に
な
り
、
給
与
も
安
く
て
済
む
。
若
者

は
も
っ
と
重
要
な
仕
事
を
探
し
て
も
ら
い

た
い
。
ほ
か
に
も
公
務
員
職
場
の
無
駄
使
い

や
非
効
率
な
職
場
環
境
が
見
ら
れ
る
が
、
本

メ
ー
ル
で
す
べ
て
を
表
現
で
き
ま
せ
ん
。

　

民
間
企
業
が
ど
ん
な
に
苦
し
い
経
営
を

し
て
い
る
か
、
議
員
は
民
間
と
優
遇
さ
れ
た

公
務
員
職
場
と
の
格
差
是
正
に
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
貴
重
な
御
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

１
か
ら
３
の
御
指
摘
で
す
が
、
私
と
結
論

は
違
い
ま
す
が
、
納
得
で
き
る
御
意
見
だ
と

思
い
ま
す
。

　

１
と
２
に
関
し
て
は
、
特
別
コ
メ
ン
ト
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
今
の
若
年
層
は
、
確
か

に
裕
福
で
良
い
暮
ら
し
が
で
き
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
す
が
、
八
百
兆
円
と
も
言
わ
れ

る
国
家
の
借
金
を
背
負
わ
さ
れ
て
し
ま
っ

た
人
た
ち
と
も
言
え
ま
す
。

　

将
来
の
日
本
に
明
る
さ
を
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
言
う
意
味
で
は
、「
夢
も
希
望

も
な
い
」
世
代
な
の
だ
と
い
う
言
い
方
も
で

き
る
で
し
ょ
う
。
世
代
間
に
お
い
て
、
ど
の

世
代
が
「
時
代
の
犠
牲
」
を
受
け
、
ど
の
世
代

が
「
時
代
の
恩
恵
」
を
受
け
て
い
た
か
は
、
と

て
も
難
し
い
認
識
だ
と
思
い
ま
す
。

　

３
に
関
し
て
は
、
江
戸
川
区
商
店
街
連
合

会
へ
の
加
盟
率
が
決
し
て
高
く
な
い
（
確
か

50
％
前
後
）
で
あ
る
実
態
を
考
え
る
と
、
特
定

の
小
売
店
の
み
、
減
税
効
果
が
期
待
で
き
る

施
策
が
良
い
の
か
と
い
う
疑
問
が
残
り
ま
す
。

　

ご
承
知
の
通
り
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
超

高
齢
社
会
に
な
り
ま
す
。
そ
の
時
は
、
そ
の

高
齢
者
た
ち
が
、
戦
争
を
知
ら
な
い
高
齢
者

た
ち
に
変
わ
る
こ
と
も
、
そ
う
遠
く
は
な
い

こ
と
で
し
ょ
う
。
い
ま
現
在
は
、
一
億
七
千

万
円
の
予
算
で
、
対
象
者
は
三
千
九
百
人
で

す
が
、
こ
れ
は
年
々
増
加
す
る
は
ず
で
す
。

財
政
難
が
言
わ
れ
る
昨
今
、
こ
れ
で
良
い
の

か
と
い
う
実
感
で
す
。

　

私
は
福
祉
と
は
、
よ
り
切
実
な
人
に
こ
そ
、

対
象
に
す
べ
き
施
策
だ
と
考
え
ま
す
。
高
齢

者
と
は
、
世
代
別
に
見
る
と
、
一
番
財
産
を

持
っ
て
い
る
世
代
で
す
。
総
体
で
言
え
ば
、

決
し
て
貧
し
い
世
帯
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も

ち
ろ
ん
、
中
に
は
貧
し
い
高
齢
者
も
い
る
で

し
ょ
う
が
、
長
寿
祝
品
は
、
当
然
な
が
ら
貧

富
を
問
わ
ず
に
行
わ
れ
る
施
策
で
す
。

　

３
以
降
に
書
か
れ
ま
し
た
役
所
の
仕
事

ぶ
り
に
対
す
る
御
指
摘
、
ご
も
っ
と
も
で
す
。

私
も
常
日
頃
問
題
と
し
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
１
９
９
８
年
に
行
わ
れ
た
公
務

員
給
与
の
引
き
上
げ
案
に
対
し
て
、
江
戸
川

区
議
会
で
反
対
し
た
の
は
、
私
だ
け
だ
っ
た

と
い
う
事
実
を
お
伝
え
し
ま
す
。
そ
の
時
は
、

間
接
的
な
圧
力
も
あ
り
ま
し
た
が
、
無
視
し

て
、
自
分
の
意
志
を
議
会
で
表
現
し
ま
し
た
。

　

今
は
「
優
遇
さ
れ
た
公
務
員
職
場
と
民
間

の
職
場
と
の
格
差
是
正
」
を
す
る
の
で
は
な

く
、
そ
も
そ
も
公
務
員
そ
の
も
の
の
数
を
削

減
し
よ
う
と
い
う
主
張
を
し
て
い
ま
す
。
小

泉
首
相
が
良
く
言
う
よ
う
な
「
民
間
に
で
き

る
こ
と
は
民
間
に
」
と
い
う
思
想
を
徹
底
す

る
こ
と
こ
そ
、
歳
出
削
減
に
つ
な
が
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。

◆
Ｊ
Ｒ
小
岩
駅
前
に
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
商

店
街
が
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
確
か
７
月
頃
よ

り
自
転
車
の
通
行
禁
止
の
立
て
看
板
が
掲

示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
江
戸
川
区
役
所
、
小

岩
警
察
署
連
名
で
す
。

　

何
故
掲
示
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
そ

の
理
由
が
知
り
た
い
。
現
在
ほ
と
ん
ど
守
ら

れ
て
い
な
い
し
掲
示
板
が
無
視
さ
れ
て
い

る
状
態
で
す
。
道
路
交
通
法
に
よ
り
歩
道
通

行
が
許
可
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
幾
久
し

い
が
、
自
転
車
事
故
の
急
増
と
、
歩
道
を
占

拠
す
る
現
状
を
ど
う
お
考
え
で
す
か
？

　

自
転
車
に
乗
っ
て
る
人
も
罪
悪
感
が
あ

る
で
し
ょ
う
、
歩
行
者
は
迷
惑
顔
で
し
ょ
う
。

掲
示
板
の
意
味
が
問
わ
れ
ま
す
。
当
局
は
現

状
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
知

り
た
い
。

◎
早
速
、
お
問
い
合
せ
の
件
に
関
し
て
、
役

所
に
問
い
た
だ
し
て
み
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
な
ぜ
立
て
看
板
が
設
置
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
商
店
街
か
ら
の
要
請
だ
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
役
所
と
警
察
が
連
名
で
立
て
看
板

を
出
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

で
も
、
警
察
は
駐
車
駐
輪
対
策
を
し
て
い
る

と
き
に
、
自
転
車
通
行
し
て
い
る
人
を
見
か

け
て
は
注
意
し
て
い
る
と
い
う
の
で
す
が
、

徹
底
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
の
よ
う
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
所
の
駐
車
駐
輪
課
、
も
し

く
は
小
岩
警
察
の
方
で
お
聞
き
く
だ
さ
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ご
報
告
し
ま
す
、
今
朝
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

歩
道
に
て
住
民
と
警
察
、
市
役
所
に
よ
る
自

転
車
指
導
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

田
中
け
ん
さ
ん
の
ご
尽
力
か
と
思
い
ま

す
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
ま
で
も
立

て
看
板
の
指
示
通
り
守
っ
て
い
た
住
民
も

お
り
、
こ
れ
で
不
公
平
感
が
な
く
な
り
ル
ー

ル
を
守
る
事
が
徹
底
さ
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

今
ひ
と
つ
気
に
な
る
の
は
タ
バ
コ
で
す
。

人
通
り
の
多
い
商
店
街
で
す
。
歩
行
喫
煙
は

是
非
や
め
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。　
　
　
　

　

こ
れ
か
ら
も
良
識
あ
る
市
民
の
味
方
と

し
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆「
長
寿
祝
品
に
反
対
」に
賛
成
で
す
。 

　

第
１
の
理
由
は
、
小
生
実
は
間
も
な
く
年

齢
的
に
は
受
給
者
に
な
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
現
役
で
若
い
と
思
っ
て
労
働
し
て
お
り

ま
す
の
で
そ
ん
な
物
で
お
年
寄
り
扱
い
さ

れ
る
の
は
御
免
被
り
た
い
と
思
う
の
で
す
。

　

第
２
の
理
由
は
、
区
内
共
通
商
品
券
と
は
、

お
祝
い
を
語
っ
た
、
言
わ
ば
詐
欺
で
は
無
い

か
、
と
。
現
ナ
マ
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
そ
れ
が

法
的
に
出
来
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

セ
コ
イ
話
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

第
３
の
理
由
は
、
や
や
古
い
推
計
で
す
が
、

貴
区
も
65
歳
以
上
人
口
が
２
千
５
年
に
は

15.6
％
、
10
年
に
は

18.6
％
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
か
ら
こ
の
ま
ま
で
は
済
ま
さ
れ

な
い
で
し
ょ
う
。
い
つ
に
な
っ
た
ら
、
こ
ん

な
馬
鹿
げ
た
事
を
廃
止
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

◆
江
戸
川
区
に
居
住
し
て
そ
ろ
そ
ろ
10
年

に
な
り
ま
す
。
年
末
に
は
転
出
し
て
し
ま
い

ま
す
が
、置
き
土
産
の
つ
も
り
で
一
言
。

　

最
近
Ｊ
Ｔ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
喫
煙
者

に
対
し
て
喫
煙
マ
ナ
ー
を
守
る
よ
う
に
配

慮
さ
れ
て
お
り
好
感
が
も
て
ま
す
。
そ
の
中

で
、
歩
き
タ
バ
コ
の
タ
バ
コ
の
位
置
が
子
供

の
顔
の
位
置
に
あ
る
ポ
ス
タ
ー
や
テ
レ
ビ

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が
あ
り
ま
す
。
千
代
田
区
等

す
で
に
歩
行
禁
煙
を
条
例
化
し
た
例
が
あ

る
の
に
、
子
供
の
人
口
が
非
常
に
多
い
江
戸

川
区
で
こ
れ
を
条
例
化
し
な
い
の
は
な
ぜ

で
し
ょ
う
か
。

　

田
中
議
員
は
、
駅
の
灰
皿
撤
去
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
ね
。
是
非
歩
行
禁
煙
も
実
現
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

Special! 文中、アミかけ部分が皆様からのご意見、
その他が田中けんよりの回答です。

田
中　
　

リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
結

構
な
こ
と
だ
が
、
区
が
出
し
て
る
広
報
紙
の
中
で
リ

サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
が
ゆ
え
に
、
特
定
業
者
の
住

所
連
絡
先
を
出
し
て
る
と
い
う
苦
情
が
、
商
店
、
区
民

の
方
か
ら
私
の
方
に
あ
り
ま
し
た
。
全
て
な
ら
ま
だ

平
等
性
と
い
う
の
が
確
保
で
き
る
の
で
し
ょ
う
が
、

特
定
業
者
の
名
前
を
個
別
に
、
特
定
の
店
舗
の
み
掲

げ
る
と
い
う
の
は
、
当
然
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
店
舗

の
方
か
ら
す
れ
ば
、
不
愉
快
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

区
の
対
応
に
問
題
が
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
思
い
が

あ
る
の
で
す
が
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

課
長　
　

確
か
に
現
在
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ご

み
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
Ｐ
Ｒ
紙
に
も
載
せ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
江
戸
川
区
の
商
店
会
の
方
に
調
整
を
お
願
い

し
、了
解
の
得
ら
れ
た
店
を
ま
ず
載
せ
ま
し
た
。

　

後
日
、
私
ど
も
の
方
へ
、
あ
る
店
主
様
か
ら
「
私
の

と
こ
ろ
が
入
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
お
話
を
頂
き
ま

し
た
。
た
だ
、
そ
の
方
は
地
元
の
商
店
会
に
入
っ
て
い

な
い
の
で
、
私
ど
も
が
依
頼
し
た
ル
ー
ト
に
乗
っ
て

い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
し
た
。

　

と
い
う
こ
と
で
私
ど
も
と
し
て
は
、
応
急
措
置
と

し
て
、
協
同
組
合
の
理
事
長
様
を
お
問
い
合
わ
せ
先

と
し
て
掲
載
さ
せ
て
頂
き
、
現
在
は
不
掲
載
の
店
で

も
組
合
を
通
じ
て
紹
介
し
て
頂
く
と
い
う
方
策
を
い

た
し
ま
し
た
。

　

当
然
の
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
で
全
般
整
っ
た
と
い

う
ふ
う
に
は
我
々
も
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
し
、
見
直

し
を
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
の
ル
ー

ト
で
は
漏
れ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
今
後
は
そ
う
い
う
協
会
や
組
合
が
あ
る
場
合
に

は
、
そ
ち
ら
に
も
ご
連
絡
申
し
上
げ
て
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

区
内
す
べ
て
の
店
を
戸
別
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と

は
現
実
問
題
と
し
て
難
し
い
の
で
、
商
店
会
も
し
く

は
協
会
経
由
で
、
了
承
し
て
頂
い
た
と
こ
ろ
を
載
せ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
推
察
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

田
中　
　

今
回
の
問
題
は
、
区
商
連
を
通
じ
て
業
者

さ
ん
を
斡
旋
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
?
と
い
う
疑

問
か
ら
発
生
し
た
訳
で
す
。
当
然
、
区
商
連
に
未
加
入

の
業
者
さ
ん
か
ら
、
そ
う
い
う
不
満
等
が
出
ま
す
。
い

ま
言
わ
れ
た
と
お
り
区
商
連
の
み
な
ら
ず
各
種
組
合

な
り
い
ろ
い
ろ
な
ル
ー
ト
で
、
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ

を
試
み
て
い
た
だ
き
、
そ
う
い
う
対
象
に
な
ら
な
い

業
者
さ
ん
か
ら
不
公
平
だ
と
い
わ
れ
な
い
よ
う
な
対

応
を
是
非
心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
今
１
軒

１
軒
は
聞
い
て
回
れ
な
い
と
い
う
、
確
か
に
物
理
的

に
は
そ
う
な
ん
だ
ろ
う
な
と
は
思
い
ま
す
が
、
一
方

で
も
し
仮
に
そ
う
い
う
よ
う
な
業
者
さ
ん
等
か
ら
苦

情
の
電
話
が
入
っ
た
と
き
に
は
、
柔
軟
に
対
応
し
、
十

分
に
説
明
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
不
公
平
感
を

持
た
な
い
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

要
望
し
て
お
き
ま
す
。

読者からのご意見を行政へ

　区民の方から頂いた、「区の発行物やインターネッ

トで特定の業者だけを掲載するのは不公平だ」という

ご意見を、生活振興環境委員会で質問として取り上げ

ました。以下は、その時の議事録を編集したものです。

←

×　道交法・道路交通法・食品衛生法な

どの諸法律を・・・・・・・・・・

○　道路法・道路交通法・食品衛生法な

どの諸法律を・・・・・・・・

←

Vol．14の1ページ、左下から５行目

前号の訂正



田中けん田中けん
自宅事務所

　〒132-0021　江戸川区中央4-25-14

　電   話  03－5662－7755
　E-mail　info@t-ken.jp

1966年　江戸川生まれ/松江三中卒　墨田川高校卒　千葉大教育学部卒

1995年4月� 江戸川区議会議員選挙当選 (2,789票・41位)

1999年4月� 江戸川区議会議員選挙当選 (4,282票・16位)

2001年6月� 東京都議会議員選挙落選 (12,394票・8位)

2003年4月� 江戸川区議会議員選挙当選 (4,103票・15位)

ホームヘルパー、タイ式マッサージ上級課程修了、江戸川トライアスロン連合会長

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

イベントのご案内江戸川倶楽部主催

上記イベントへのご参加・お問い合わせは 江戸川倶楽部 ☎ 03-5662-7755 または E-mail: club@t-ken.jp まで

※参加希望の方は、事前のご連絡をよろしくお願い致します。

■日　時�� 12/19(日） 午後5時～午後7時

■場　所�� 東部区民館　集会室 さくら

■参加費�� 無料

対話集会

4

江 戸 川 区
区議会議員

高速道路を無料にしよう！　禁煙を徹底しよう！　都市人口を減らそう！

「月刊田中けん」のバックナンバーは、ホームページからダウンロードしてご覧いただけます。www.t-ken.jp

■日　時�� 11/6(土） 午後1時30分～午後6時

■場　所�� カラオケの鉄人　新小岩店417号室 

■参加費�� 1,500円

カラオケ

葛飾区新小岩1-48-11  電話 03-5661-2323

イベント報告
10/23(土)
  葛西区民館
  参加者:2名

10/24(日)
  東部区民館
  参加者:0名

10月18日（月）
　友人の選挙の応援のため、福岡県宗像市まで

行って来ました。17日のポスター貼りを手伝い

ました。この写真は、次の日の朝に撮ったもの

です。結果は、468票で落選してしまいました。 10/23　葛西区民館

【議員インターンシップとは何か】
　インターンシップとは、主に学生が企業で短期間の業務を行い、体験学習をする

ことです。よって、議員インターンシップとは、同じく体験者が、議員と一緒に活動

することを通じて、政治や議員の生態を学習することを意味します。

　今回は、主に９月一杯、インターンシップを体験した女子大生の手記を掲載します。 

議員インター
シップ体験レ

ポート

　今回のインターンは、私にとっていまいちなじみのない「議員」とは一体どのよ

うな仕事をしているのか、地元の江戸川区でどのような政治が行われているのか

を自らの目で見たい、知りたいとの動機から始まった。

　私が体験させて頂いたことは、チラシ配りや支援者訪問、葉書の代筆、議会傍聴

等であった。連日早朝から駅頭に立ち、チラシ配布を行った。眠気との葛藤の中、

笑顔で声を掛けることの大変さや、関心を示してくれる人の年齢層がとても限ら

れていることなど、行う前では考えも気づきもしなかったことが次々見えてきた。

　これまでの私はチラシを受け取る側であった。そのころの私は、駅の階段付近

でチラシ配布をしている現場を確認すると自然と歩調が速くなり、そのまま一気

に改札を抜けゴールインといった逃げ・無視の姿勢をとっていた。政治と自分は

ほとんど無関係という先入観のもと、知ろうとすることを放棄していた。

　しかし配るにあたり読んでみると、普段ふと気になるけど深く追求しない地域

の問題がとりあげられたりしており、無関係ではなかった。距離が少し近く思えた。

　当初前向きに配布をしていた私であるが、次第にその経験のなさからこの作業

で疲れ、やつれ気味になったため、選挙時に相当なエネルギーが費やされている

ことに身をもって理解した。チラシ配りは大変だ。いわんや選挙はタタカイだ。

　議員には政策の知力だけでなく、どんなことにも対応可能な体力と、二つのちから、

そして熱意が絶対に必要ではないかと感じた。配布活動中に区民からしばしば受け

る意見や要望を受けとめ、月刊であるチラシを発行の都度配布するため、その地域の

状況を１ヶ月ごとに把握し、より良い区にしようと努めている姿がうかがえた。

　例えば平井駅前のたばこの吸殻入れが撤去されたことはこのことが一因でもある。

ここに議員の熱い思いを垣間見た。このように身近な活動を行うことが身近な問題

の解決へと導かれていくのではないだろうか。

　委員会や本会議の傍聴も初めて行い、地域に対する理解の参考になった。区が抱え

る諸問題、それについての区の対応を実際に知ったことで、地域観に現実味が増すと

ともに、自分もここに住むひとりであり、生じた問題は他人事として片付けてはいけ

ないのではないかと考えるようになった。今後も傍聴などを続け現状をつかむ一手

段としたい。

　政治と自分の関わり合いを再考する良い機会であり、議員を通じて多くの人と出

会い、多方面の話をきくことの出来た今回の体験は、貴重なものであった。

江戸川区東瑞江1-17-1  電話 03-3679-1123

瑞
江
駅

都
営
新
宿
線

↓
京
葉
道
路

今
井
→

交
番
×

瑞江駅西通り

自動車
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くつろぎの家
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